
Title 漢字字形から見た近代漢字字書の性格

Author(s) 楊, 昌洙

Citation 語文. 2001, 75-76, p. 57-66

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/68977

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



漢
字
字
形
か
ら
見
た
近
代
漢
字
字
書
の
性
格

一
、
は

じ

め

に

日
本
近
代
の
漢
字
字
体
を
考
え
る
た
め
に
は
、
様
々
な
資
料
が
そ
の
対
象
に

な
る
と

↑思
も
れ
る
が
、
重
要
な
資
料
の
一
つ
と
し
て
明
治
以
降
に
出
版
さ
れ
た

漢
字
字
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
漢
字
字
書
は
中
国
の
文
字
で
あ
る
漢
字
を
説
明
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
規
範
を
も
示
そ
う
と
し
た
も

の
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
字
体
は
日
本
で
用
い
ら
れ
る
べ
き
基
準
を

表
そ
う
と
す
る
性
格
を
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
字
体
の
規
範
に
つ
い

な
れ
ど
踊
舞
」
な

しヽ る
理
脚
耐
融
商
楊
端
）
餃
物
割
調
け
」
鵡
嘲
辞
融
せ
な
い
詢

を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
『康
熙
字
典
』
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
日
本
に
お
い

て
用
い
ら
れ
て
き
た
字
体
へ
も
配
慮
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。醜

珠
熙
字
典
』
は
、
明
治
以
来
製
作
さ
れ
た
活
字
字
体
の
手
本
に
も
な
っ
て

お
り
、
日
本
近
代
の
漢
字
を
語
る
上
で
は
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、

漢
字
字
書
は
、
日
本
に
お
け
る
漢
字
字
体
の
規
範
を
示
す
字
書
で
あ
っ
た
と
い

う
点
で
、
日
本
近
代
に
お
い
て
漢
和
辞
典
の
規
範
と
な
っ
た

『康
熙
字
典
』
と

と
も
に
漢
字
字
体
の
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
い
く
つ
か
の
漢
字
の
字
形
に
つ
い
て
調
査
し

『康
熙
字
典
』
と
の

関
連
を
含
め
て
漢
字
字
書
の
性
格

・
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と

楊

昌

沐

す
る
。
な
お
、
考
察
に
あ
た
っ
て
調
査
対
象
と
し
た
漢
字
字
書
は
以
下
の
一
四

（
４
）

点
で
あ
る
。

（５
）

番
号
　
書
名

（内
題
）

①

　
鼈
頭
増
補
字
林
玉
篇
大
全

②
　
断
万
通
字
類
大
全

③

　
新
訳
大
全
正
字
通

④

　
掌
中
明
治
字
典

⑤
　
綱
鵜
広
益
無
双
玉
篇

⑥
　
綱
婦
広
集
玉
編
大
全

⑦
　
認
識
日
本
大
玉
篇

③
　
無
双
新
玉
篇
大
全

⑨

　
明
治
大
広
益
会
玉
篇
大
全

⑩

　
漢
和
新
字
林

⑪

　
日
本
無
双
玉
篇

⑫
　
靭
諏
帝
国
会
玉
篇

⑬

　
漢
和
大
字
典

⑭
　
漸
麟
日
本
新
玉
篇

刊
行
年
　
　
　
　
版
数
　
　
　
版
種

明
治
　
四
年
　
　
　
　
　
　
　
本
版

明
治
　
七
年

（凡
例
）
　
　
　
本
版（７

）

明
治
　
九
年
　
　
　
　
　
　
　
銅
版

明
治

一
三
年
　
　
　
　
　
　
　
銅
版

明
治

一
八
年
　
　
　
　
　
　
　
銅
版

明
治
二
四
年
　
　
　
　
　
　
　
石
版

明
治
二
四
年
　
　
再
版
　
　
　
石
版

明
治
三
四
年
　
　
　
　
　
　
　
銅
版

明
治
三
六
年
　
　
求
版
　
　
　
銅
版

明
治
二
九
年
　
　
再
版
　
　
　
活
版

明
治
四
四
年
　
　
一二
八
版
　
　
石
版

（初
版
は
明
治
二
六
年
二
月
刊
行
）

大
正
　
一
一年
　
　
　
　
　
　
　
銅
版

大
正
　
一
一年
　
　
一
〓
一版
　
　
活
版

大
正
　
一二
年
　
　
一
一八
版
　
　
活
版



二
、
漢
字
宇
形
の
実
態

二
上

、
Ｅ
ξ

。
「薩
」
に
つ
い
て

漢
字
字
書
は
基
本
的
に

『康
熙
字
典
』
の
字
体
を
規
範
と
し
て
受
け
継
ぐ
傾

向
が
あ
る
。
し
か
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
う
で
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
漢
字
字
書
に
必
ず
し
も

『康
熙
字
典
』
に
限
定
さ
れ
な
い
字
体
が

採
用
さ
れ
る
こ
と
の
背
景
を
手
書
き
の
際
の
字
体
で
あ
る
書
写
体
と
い
う
観
点

か
ら
考
察
す
る
。
そ
の
例
と
し
て

「曽
」
と

「薩
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す

′つ
。

「曽
」
を
第

一
・
二
画
の
形
態
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
漢
字
字
書
で
は
以

下
の
三
つ
の
字
形
が
確
認
で
き
る
。

（８
）

ａ
曾

翁
康
熙
字
典
』
の
字
体
）

①

『鼈
頭
増
補
字
林
玉
篇
大
全
』
明
治
四
年
　
本
版

③

『新
訳
大
全
正
字
通
』
明
治
九
年
　
銅
版

⑥

『糊
瑞
広
集
玉
編
大
全
』
明
治
二
四
年
　
石
版

③

『無
双
新
玉
篇
大
全
』
明
治
三
四
年
　
銅
版

⑨

『明
治
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』
明
治
三
六
年
　
銅
版

⑩

『漢
和
新
字
林
』
明
治
二
九
年
　
活
版

⑪

『日
本
無
双
玉
篇
』
明
治
四
四
年
　
石
版

⑫

『霧
諏
帝
国
会
玉
篇
』
大
正
三
年
　
銅
版

⑬

『漢
和
大
字
典
』
大
正
三
年
　
活
版

⑭

『満
躍
日
本
新
玉
篇
』
大
正
三
年
　
活
版

ｂ
曾④

『掌
中
明
治
字
典
』
明
治

一
三
年
　
銅
版

⑤

『刑
婦
広
益
無
双
玉
篇
』
明
治

一
八
年
　
銅
版

⑦

『認
識
日
本
大
玉
篇
』
明
治
二
四
年
　
石
版

Ｃ
Ｍ日②

『断
万
通
字
類
大
全
』
明
治
七
年
　
本
版

こ
れ
ら
の
字
形
を
形
態
の
特
徴
か
ら
見
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
ａ

「曾
」
は
、

『康
熙
字
典
』
の
字
形
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
二
画
が
横
線
を
描
い
た
後
は
ら

う
形
に
な
る

「八
」
で
あ
る
点
で
、
「
ハ
」
の
形
で
あ
る
ｂ

「曾
」
と
区
別
さ
れ

る
。
ｂ
は
ａ
と
デ
ザ
イ
ン
上
の
違
い
に
よ
る
字
形
と
判
断
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
、

ａ
ｂ
は
下
開
き
の
字
形
と
し
て
統
合
で
き
る
。
ｃ

「曽
」
は
ａ
ｂ
と
は
違
い
第

一
。
二
画
が
上
開
き
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
各
字
形
の
字
書
ご
と
の
分
布
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
を
進
め
る
。
ま
ず

ａ
は
一
〇
種
の
字
書
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
鋼
版
、
石
版
、
活
版
な
ど
、
版
の

種
類
に
関
係
な
く
採
用
さ
れ
て
い
る
点
、
ま
た
明
治
初
期
か
ら
大
正
ま
で
の
字

書
に
か
け
て
採
用
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
漢
字
字
書
に
採
用
さ
れ
る
一
般
的
な

字
形
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ｂ
は
明
治

一
〇
年

。
二
〇
年
代
の
三
種
の
字
書

で
見
ら
れ
る
字
形
で
あ
る
。
第

一
。
二
画
に
注
目
す
る
と
、　
三
二
種
の
字
書
が

ａ
ｂ
い
ず
れ
か
の
形
態
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
漢
字
字
書
で
は
下
開

き
の
形
態
が

一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

一
方
、
上
開
き
の
字
形
で
あ
る
ｃ

「曽
」
は
②
『鰤
万
通
字
類
大
全
』
つ
あ
で

見
ら
れ
る
。
同
書
は
本
版
で
、
そ
の
凡
例
に
は

「此
字
書
ハ
幼
童
女
子
捜
索
シ

易
カ
ラ
ン
「
ヲ
主
旨
ト
シ
字
彙
ノ
検
字
法
二
倣
ヒ
偏
冠
ヲ
論
ゼ
ズ
只
現
在
ノ
総

画
ニ
テ
引
ク
也
」、
「此
書
ハ
専
ラ
通
俗
ヲ
主
ト
ス
ル
ガ
故
二
音
訓
ノ
仮
字
モ
亦

（９
）

通
俗
二
随
フ
モ
ノ
砂
シ
ト
セ
ズ
し
な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述

か
ら
、
ｃ

「曽
」
は
幼
童
女
字
の
便
宜
を
は
か
り
、
通
俗
を
主
と
す
る
方
針
を

重
視
す
る
方
針
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
字
形
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。



第

一
。
二
画
に
お
い
て
そ
の
形
態
が
下
開
き
と
、
上
開
き
の
場
合
の
対
比
は
、

国
定
国
語
教
科
書

（以
下
、
「国
定
読
本
」
と
呼
ぶ
）
で
見
ら
れ
る

「曾
」
の
字

形
の
変
遷
に
お
い
て
も
看
取
さ
れ
る
。
国
定
読
本
は
明
治
三
七

（
一
九
〇
四
）

か
ら
第

一
期
の
教
材
が
使
用
さ
れ
は
じ
め
、
昭
和
三
二

（
一
九
四
七
）
年
使
用

開
始
の
第
六
期
に
至
る
ま
で
全
六
期
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
全
国
共
通
の
国
語

教
科
書
で
あ
る
。
国
定
読
本
は
漢
字
の
字
体
の
面
か
ら
見
る
と
、
第
四
期
を
境

に
使
用
字
体
に
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

第

一
期
か
ら
第
三
期
の
国
定
読
本
は
手
書
き
に
よ
る
版
下
か
ら
作
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
字
体
に
は
手
書
き
に
基
づ
い
た

「書
写
体
」
が
採
用
さ
れ
て
い
＾
型

こ
れ
に
対
し
て
昭
和
八

（
一
九
二
三
）
年
か
ら
使
用
さ
れ
始
め
た
第
四
期
の
国

定
読
本
で
は
、
全

一
二
巻
の
う
ち
第
五
巻
か
ら

「文
部
省
活
字
」
と
い
わ
れ
る

活
字
が
使
わ
れ
、
以
後
第
五
期

。
第
六
期
ま
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ

詢
睛
蒔
は
耕
魔
肝
『
崚
「
い
宰
権
い
姜
い
は
強
洋
”

しヽ 活
嬬
「
し
た
も
の
で
、
基

具
体
的
に
国
定
読
本
で
の
字
形
を
見
て
い
く
と
、
第
二
期
に
は

「曽
」、
第
二

期
に
は

「曽
」
と
第

一
。
二
画
が
上
開
き
の
形
態
の
字
形
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
字
形
は
書
写
体
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
第
四
期
の
国
定
読
本
で
は

「曾
」
の
字
形
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
変
化

は

『康
熙
字
典
』
の
字
体
を
採
用
す
る
方
針
の
転
換
に
よ
る
も
の
と
見
て
よ
い

と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『鰤
万
通
宇
類
大
全
』
に
採
用
さ
れ
て
い
る
ｃ

「曽
」
は
、

漢
字
字
書
に
、
『康
熙
字
典
』
と
異
な
る
、
書
写
体
と
考
え
ら
れ
る
字
形
が
採
用

さ
れ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
幼
童
女
子
を
考
慮
し
、

通
俗
を
主
と
す
る
方
針
と
本
版
と
い
う
点
を
考
え
る
と
、
字
書
編
纂
の
方
針
や

版
の
種
類
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
字
体
が
異
な
っ
て
く
る
可
能
性
を
示
唆
す
る

例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

漢
字
字
書
で
は
、
「曽
」
の
よ
う
に
字
書
編
纂
の
方
針
や
版
の
種
類
と
関
連
し

て

『康
熙
字
典
』
に
な
い
字
形
が
採
用
さ
れ
る
場
合
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
こ
れ

は
書
写
体
と

『康
熙
字
典
』
の
字
体
の
使
用
と
も
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
個
別
の
事
情
か
ら
は
離
れ
て
、
あ
る
一
群
の

字
書
で
は

『康
熙
字
典
』
の
字
形
を
提
出
し
な
が
ら
も
、
別
の
一
群
の
字
書
で

は
同
じ
漢
字
の
書
写
体
と
思
わ
れ
る
字
形
の
方
を
採
用
し
て
い
る
場
合
も
見
ら

れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
こ
こ
で
は
「薩
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
「産
」

の
形
態
に
注
目
し
て
そ
の
字
形
と
採
用
さ
れ
て
い
る
字
書
を
分
類
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

Ｉ

「産
」
を
採
用
し
て
い
る
も
の

ａ
薩

（『康
熙
字
典
』
の
字
体
）

⑬

『漢
和
大
字
典
』
大
正
三
年
　
活
版

ｂ
薩①

『鼈
頭
増
補
字
林
玉
篇
大
全
』
明
治
四
年
　
本
版

③

『無
双
新
玉
篇
大
全
』
明
治
三
四
年
　
銅
版

⑫

『難
諏
帝
国
会
玉
篇
』
大
正
三
年
　
銅
版

ｃ
薩⑩

『漢
和
新
字
林
』
明
治
三
九
年
　
活
版

⑭

『漸
耀
日
本
新
玉
篇
』
大
正
三
年
　
活
版

Ｈ

「産
」
を
採
用
し
て
い
る
も
の

ｄ
薩②

『鰤
万
通
字
類
大
全
』
明
治
七
年
　
本
版

④

『掌
中
明
治
字
典
』
明
治

一
三
年
　
銅
版



⑦

『講
識
日
本
大
玉
篇
』
明
治
二
四
年
　
石
版

ｅ
薩⑤

『綱
鳩
広
益
無
双
玉
篇
』
明
治

一
八
年
　
銅
版

Ⅲ

「産
」
を
採
用
し
て
い
る
も
の

ｆ
薩⑨

『明
治
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』
明
治
三
六
年
　
銅
版

ｇ
薩⑥

『刷
婦
広
集
玉
編
大
全
』
明
治
二
四
年
　
石
版

漢
字
字
書
で
は
、
「産
」
に
注
目
し
た
場
合
、
「康
熙
字
典
』
の
形
態
で
あ
る

「産
」
を
採
用
し
て
い
る
Ｉ
、
書
写
体
と
見
ら
れ
る

「産
」
を
採
用
し
て
い
る

Ｈ
、
「産
」
を
採
用
し
て
い
る
Ⅲ
の
三
つ
の
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｉ
に
は
六
種
の
字
書
が
含
ま
れ
て
お
り
、
草
冠
の
形
態
の
違
い
に
よ
っ
て
ａ

ｂ
Ｃ
に
分
け
て
い
る
が
、
と
も
に

「産
」
の
形
態
を
採
用
し
て
い
る
点
で
は
、

『康
熙
字
典
』
を
重
視
し
て
採
用
さ
れ
た
字
形
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に

こ
の
類
に
は
今
回
の
調
査
対
象
の
字
書
の
う
ち
活
版
の
字
書
三
つ
が
す
べ
て
含

ま
れ
て
い
る
点
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
、
活
版
の
字
書
で
は
銅
版
や
石
版
に
比
べ

て
よ
り
厳
密
に

『康
熙
字
典
』
の
基
準
に
近
い
字
形
を
採
用
す
る
傾
向
を
示
す

も
の
と
考
え
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
。

Ｈ
は
、
書
写
体
と
見
ら
れ
る

「産
」
の
形
態
を
採
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

四
種
の
字
書
が
こ
の
類
に
属
し
て
お
り
、
数
の
面
か
ら
見
て
も
必
ず
し
も
少
数

派
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
形
態
は
、
Ｉ
の

「産
」
と
と
も
に
一
般
的
に
使
わ
れ

て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
漢
字
字
書
が

『康
熙
字
典
』
と
は
異

な
る
、
日
本
に
お
け
る
漢
字
字
体
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
点
を
表
わ
す
例
と

思
わ
れ
注
目
さ
れ
る
。

「薩
」
は
、
国
定
読
本
で
も
期
に
よ
っ
て
そ
の
形
態
上
の
変
化
が
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
稀
叱
「産
」
の
形
態
に
注
目
す
る
と
、
国
定
読
本
に
お
い
て
は
、
全
六

期
の
う
ち
、
書
写
体
を
基
本
に
し
て
い
る
第

一
期
か
ら
第
二
期
で
は

「産
」
が

採
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『康
熙
字
典
』
を
尊
重
す
る
文
部
省
活
字
を
使
用

し
は
じ
め
た
第
四
期
か
ら
第
六
期
の
国
定
読
本
で
は
、
そ
の
形
態
が

「産
」
に

変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
は
、
「産
」
の
形
態
を
採
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
形
態
は
⑥
⑨
の
二
種
の
字

書
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
Ｈ
の

「産
」
と
同
じ
く

『康
熙
字
典
』
と
は
異
な
る

日
本
に
お
け
る
漢
字
字
体
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
か
ら
、
「薩
」
に
関
し
て

『康
熙
字
典
』
の
字
形
で
あ
る

「薩
」
と
書
写

体
の
字
形
で
あ
る

「薩
」
と
、
漢
字
字
書
で
は
そ
の
両
方
が
見
出
し
字
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
、
漢
字
字
書
が

『康
熙
字
典
』
の
字
体

を
尊
重
す
る
態
度
を
有
す
る
一
方
で
、
刊
行
当
時
の
一
般
的
な
通
用
の
字
形
を

取
り
入
れ
る
姿
勢
を
も
示
し
て
い
る
例
と
考
え
ら
れ
注
目
さ
れ
る
。

一
Ｔ

二
、
「底
」
に
つ
い
て

漢
字
字
書
が
基
本
的
に

『康
熙
字
典
』
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
点
に
つ
い

て
は
前
に
も
述
べ
た
。
し
か
し
、
『康
熙
字
典
」
に
載
っ
て
い
る
字
形
を
挙
げ
な

が
ら
も
、
字
体
の
差
と
認
め
ら
れ
る
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
の
字
書

で
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
例
の
一
つ
と
し
て

「康
」
を
取
り
上
げ
た
い
と
思

う
。本

稿
で
取
り
上
げ
た
漢
字
字
書
で
は
次
に
挙
げ
る
八
種
の
字
形
が
確
認
で
き

フつ
。

ａ
康

（『康
熙
字
典
』
の
標
準
体
）
　

ｂ
底

（『康
熙
字
典
』
の
俗
字
）



ｃ
厩

（『康
熙
字
典
』
の
俗
字
）
ｄ
綾
　
０
底
　
ｆ
厩
　
ｇ
厩
　
ｈ
厩

こ
れ
ら
の
字
形
を
、
形
態
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
ま
ず

『康
熙
字
典
』
所
載

の
字
形
で
あ
る
ａ

「康
」
ｂ

「属
」
ｃ

「厩
」
が
基
本
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
こ
れ
ら
三
つ
と
部
分
的
に
形
態
が
異
な
る
異
字
形

（ｄ
～
ｈ
）
が
認
め
ら
れ

る
。
以
上
の
字
形
に
注
目
し
て
、
漢
字
字
書
を
分
類
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な

る
。
字
形
を
表
す
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
付
け
た

（　
）
で
は
、
各
字
書
に
お
け

る
該
当
字
形
に
対
す
る
注
記
を
記
し
た
。

Ａ

『康
熙
字
典
』
の
標
準
体
ａ
を
採
用
し
て
い
る
も
の

Ｉ

『康
熙
字
典
』
の
三
つ
の
字
形
ａ
ｂ
ｃ
が
載
っ
て
お
り
、
ｂ
ｃ
に
「俗
」

の
記
述
が
あ
る
字
書

④

『掌
中
明
治
字
典
』
　

明
治

一
三
年
　
銅
版

⑨

『明
治
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』
　

明
治
三
六
年
　
銅
版

Ｈ

『康
熙
字
典
』
の
標
準
体
ａ
と
、
俗
字
ｂ
ｃ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
字

が
採
用
さ
れ
て
い
る
字
書

⑤

『刷
婦
広
益
無
双
玉
篇
』
　

明
治

一
八
年
　
銅
版
　
ａ
ｃ

（俗
）

⑥

『翻
婦
広
集
玉
編
大
全
』
　

明
治
二
四
年
　
石
版
　
ａ
ｂ

（俗
）
ｅ

（同
）

⑫

『籟
諏
帝
国
会
玉
篇
』
　
大
正
三
年
　
鋼
版
　
ａ
ｂ

Ⅲ

『康
熙
字
典
』
の
標
準
体
ａ
の
み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
字
書

③

『無
双
新
玉
篇
大
全
』
　

明
治
三
四
年
　
銅
版

Ⅳ

『康
熙
字
典
』
の
標
準
体
ａ
と
、
『康
熙
字
典
』
に
は
掲
載
さ
れ
な
い
異

字
形
が
採
用
さ
れ
て
い
る
字
書

⑩

『漢
和
新
字
林
』
　

明
治
二
九
年
　
活
版
　
ａ
ｇ

（俗
）

Ｂ

『康
熙
字
典
』
の
標
準
体
ａ
を
採
用
し
て
い
な
い
も
の

Ｖ

『康
熙
字
典
』
の
俗
字
の
み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
字
書

⑦

『講
誠
日
本
大
玉
篇
』
　

明
治
二
四
年
　
石
版
　
ｂ
ｃ

（俗
）

⑪

『日
本
無
双
玉
篇
』
　

明
治
四
四
年
　
石
版
　
ｂ

（俗
）

Ⅵ

『康
熙
字
典
』
の
俗
字
と

『康
熙
字
典
』
に
は
掲
載
さ
れ
な
い
異
字
形

が
採
用
さ
れ
て
い
る
字
書

①

『鼈
頭
増
補
字
林
玉
篇
大
全
』
　

明
治
四
年
　
本
版
　
ｃ

（俗
）
ｄ

（俗
）
ｈ

（俗
）

②

『鰤
万
通
字
類
大
全
』
　

明
浄
七
年
　
本
版
　
ｂ
ｆ

⑬

『漢
和
大
字
典
』

大
正
三
年

活
版
　
ｂ

（俗
）
ｃ

（俗
）
ｄ

（同
）

Ⅶ

『康
熙
字
典
』
に
掲
載
さ
れ
な
い
字
形
の
み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
字
書

③

『新
訳
大
全
正
字
通
』
　

明
治
九
年
　
銅
板
　
ｄ

（同
）
ｇ

『康
熙
字
典
』
の
三
つ
の
字
形
の
採
用
の
観
点
か
ら
漢
字
字
書
を
分
類
す
る

と
、
『康
熙
字
典
』
の
標
準
体
で
あ
る
ａ

「康
」
を
採
用
し
て
い
る
Ａ

（Ｉ
Ｈ
Ⅲ

Ⅳ
）、
採
用
し
て
い
な
い
Ｂ

（Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
）
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

『康
熙
字
典
』
の
標
準
体
で
あ
る
ａ

「康
」
を
採
用
し
て
い
る
Ａ
の
う
ち
、

『康
熙
字
典
』
の
字
形
ａ
ｂ
ｃ
が
す
べ
て
見
ら
れ
る
の
は
Ｉ
の
④

『掌
中
明
治

字
典
』
（明
治

一
三
年
・銅
版
）、
⑨

『明
治
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』
（明
治
三
六

年

・
銅
版
）
の
二
種
の
字
書
の
み
で
あ
る
。
他
の
字
書
で
は

『康
熙
字
典
』
の

記
載
を
全
く
そ
の
ま
ま
の
形
で
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
よ

う
で
あ
る
。
特
に
⑫

『難
諏
帝
国
会
玉
篇
』
（大
正
三
年

・
銅
版
）
は
、
『康
熙

字
典
』
に
お
け
る
俗
字
ｂ
に
注
記
を
付
し
て
お
ら
ず
、
標
準
体
と
同
じ
扱
い
を

し
て
い
る
点
で
、
『康
熙
字
典
』
の
規
範
に
対
し
て
厳
密
で
な
い
。



ま
た
、
Ａ
に
は

『康
熙
字
典
』
の
字
形
と

一
部
の
形
が
異
な
る
異
字
形
を
掲

出
す
る
字
書
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
⑥
『綱
婦
広
集
玉
編
大
全
』
（明
治
二
四
年
・

石
版
）
に
は
ａ
の

「交
」
が

「元
」
に
な
っ
て
い
る
ｅ

「底
」
が
採
用
さ
れ
て

お
り
、
「同
」
の
注
記
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
通
用
的
な
字
形
が
反
映
さ

れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
字
形
が

『康
熙
字
典
』
の
そ
れ
と
は

一

致
せ
ず
、
日
本
で
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
字
形
が
採
用
さ
れ
て
い
る
例
と
見
ら
れ

注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
⑩

『漢
和
新
字
林
』
（明
治
三
九
年
。活
版
）
に
は
Ｃ
「厩
」

の

「自
」
の
下
部
が

「
ヒ
」
に
な
っ
て
い
る
ｇ

「厩
」
の
字
形
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
後
述
す
る
が
、
よ
り

『康
熙
字
典
』
に
近
い
字
形
を
採
用
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
活
版
の
字
書
に
異
字
形
が
採
用
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。

次
に

『康
熙
字
典
』
の
標
準
体
ａ
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
Ｂ
に
つ
い
て
見
て

い
き
た
い
。
Ｂ
は

『康
熙
字
典
』
の
規
範
と
異
な
る
基
準
で
字
形
を
掲
出
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
Ｂ
に
当
た
る
六
種
の
字
書
に
は
標
準
体
ａ

は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
③
以
外
は
ど
の
字
書
に
も

『康
熙
字
典
』
に
俗
字

と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
ｂ
ｃ
の
い
ず
れ
か
の
字
形
は
含
ま
れ
て
い
る
。
な
か

に
は
⑦

『議
識
日
本
大
玉
篇
』
（明
治
二
四
年
・石
版
）
や
②

『動
万
通
字
類
大

全
』
（明
治
七
年
。木
版
）
の
よ
う
に
、
俗
字
と
の
注
記
が
な
く
標
準
体
と
し
て

採
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
『康
熙
字
典
』
の
規
範
と
合
致
し

な
い
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
の
場
合
と
同
じ
く
Ｂ
で
も

『康
熙
字
典
』
と
は
異
な
る
異
字
形
が
採
用
さ

れ
て
い
る
字
書
が
見
ら
れ
る
。
Ⅵ
の
三
種
の
字
書
が
そ
れ
に
当
た
り
、
中
に
は

『康
熙
字
典
』
の
字
形
と

一
部
が
異
な
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
②

『鰤
万
通
字
類
大
全
』
（明
治
七
年
。本
版
）
に
は
、
Ｃ

「厩
」
の
第
二
画
が
な

い
ｆ

「厩
」
の
字
形
が
見
ら
れ
、
⑬

『漢
和
大
字
典
』
（大
正
三
年
。活
版
）
に

は
ａ

「底
」
と

「白
」
の
下
部
の
形
が
異
な
る
ｄ

「底
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

②
と
⑬
は
い
ず
れ
も

『康
熙
字
典
』
の
規
範
と
は
異
な
る
字
形
を
採
用
し
て
い

る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
特
に
⑬
の
場
合
は
、
Ａ
の
⑩
の
場
合
と
同
じ
く
、
活
版

に

『康
熙
字
典
』
と
は
異
な
る
字
形
が
採
用
さ
れ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
①

『鼈
頭
増
補
字
林
玉
篇
大
全
』
（明
治
四
年
。本
版
）
で
は
、
異

字
形
ｈ

「厩
」
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
ｃ

「厩
」
と
類
似
し
て
い
る
が
そ
の
字
形

が
他
の
字
書
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
③
は
Ｂ
の
中
で
も
『康
熙
字
典
』

掲
載
の
漢
字
と
異
な
る
形
態
の
ｄ
ｇ
の
み
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
「康
」
の
漢
字
字
書
で
の
字
形
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
の
字
に
見
ら

れ
た
多
く
の
異
字
形
は
、
基
本
的
に

『康
熙
字
典
』
の
字
形
ａ
ｂ
ｃ
と
一
部
の

み
が
異
な
る
形
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
異
字
形
は

『康
熙
字
典
」
と
は
異

な
る
字
形
で
は
あ
る
が
日
本
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
漢
字
の
規
範
の
形
を
表
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
漢
字
字
書
刊
行
当
時
の
通
用
的
な
漢
字
の
字
形
を
反

映
し
て
い
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
他
資
料
と
の
比

較
に
よ
る
検
証
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

二
。
三
、
「芽
」
に
つ
い
て

漢
字
字
書
は
字
体
の
面
で
漢
字
の
規
範
を
表
す
こ
と
が
基
本
的
な
役
割
で
あ

り
、
そ
の
基
準
と
な
る
字
書
が

『康
熙
字
典
』
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お

り
で
あ
る
。
特
に
活
版
の
字
書
の
場
合
に
は
一
文
字

一
字
形
が
確
定
す
る
の
で
、

よ
り

『康
熙
字
典
』
の
規
範
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て

「芽
」
を
例
に
挙
げ
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
「芽
」

の

『康
熙
字
典
』
で
の
字
形
は

「芳
」
で
あ
り
、
草
冠
と
そ
の
下
部
の
形
に
よ

っ
て
分
類
す
る
と
漢
字
字
書
で
は
以
下
の
字
形
が
見
ら
れ
る
。
特
に
こ
こ
で
は

草
冠
の
下
の

「牙
」
の
形
態
に
注
目
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。



ａ
芽③

『新
訳
大
全
正
字
通
』
明
治
九
年
　
銅
版

⑦

『認
識
日
本
大
玉
篇
』
明
治
二
四
年
　
石
版

⑨

『明
治
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』
明
治
三
六
年
　
銅
版

ｂ
芽①

『鼈
頭
増
補
字
林
玉
篇
大
全
』
明
治
四
年
　
木
版

⑤

『細
婦
広
益
無
双
玉
篇
』
明
治

一
八
年
　
銅
版

⑥

『糊
婦
広
集
玉
編
大
全
』
明
治
二
四
年
　
石
版

⑫

『難
諏
帝
国
会
玉
篇
』
大
正
三
年
　
銅
版

ｃ
芽⑩

『漢
和
新
字
林
』
明
治
二
九
年
　
活
版

ｄ
芽②

『鰤
万
通
字
類
大
全
』
明
治
七
年
　
本
版

ｅ
芽④

『掌
中
明
治
字
典
』
明
治

一
三
年
　
銅
版

ｆ
芳⑬

『漢
和
大
字
典
』
大
正
三
年
　
活
版

ｇ
芽
ｈ
芽

（同
字
）

⑭

『漸
躍
日
本
新
玉
篇
』
大
正
三
年
　
活
版

ａ
ｂ
Ｃ
の
字
形
は
草
冠
の
下
が

「牙
」
の
形
と
な
っ
て
お
り
、
八
種
の
字
書

で
見
ら
れ
る
。
版
種
の
面
か
ら
見
て
も
本
版

一
種
、
銅
版
四
種
、
石
版
二
種
、

活
版

一
種
と
、
特
定
の
版
の
種
類
に
偏
る
こ
と
な
く
、
共
通
し
て
使
用
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
時
代
的
に
も
明
治
四
年
刊
行
の
①

『鼈
頭
増
補
字
林
玉
篇
大
全
』

か
ら
、
大
正
三
年
刊
行
の
⑫

『疑
諏
帝
国
会
玉
篇
』
ま
で
に
分
布
し
て
お
り
、

当
時
に
お
い
て
一
般
的
な
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ｄ
は

「牙
」
の
第

二
画
の
縦
画
が
第

一
画
と
離
れ
て
い
る
形
態
で
あ
り
、
ｅ
は

「牙
」
の
最
終
画

が
右
上
の
方
向
に
突
き
抜
け
て
い
る
形
態
に
な
っ
て
い
る
が
、
両
方
と
も
「牙
」

と
は
デ
ザ
イ
ン
上
の
違
い
と
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「牙
」
の
形

は

『康
熙
字
典
』
の
字
形
で
あ
る

「芽
」
の
下
部
の
形
と
は
異
な
る
も
の
の
、

宇
書
の
実
態
か
ら
は
こ
ち
ら
の
方
が
よ
り
一
般
的
な
形
態
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
漢
字
字
書
が

『康
熙
字
典
』
の
規
範
に
必
ず
し
も
忠
実
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
示
す

一
例
と
言
え
、
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ｆ
と
ｇ
は

『康
熙
字
典
』
の
字
形
と
類
似
し
て
お
り
、
と
く

に
ｆ
は

『康
熙
字
典
」
と
デ
ザ
イ
ン
上
の
差
と
見
な
さ
れ
る
ほ
ど
の
違
い
で
ほ

と
ん
ど
同
じ
字
形
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
活
版
の
字
書
が

『康
熙
字
典
』
の
規
範

を
重
視
し
た
結
果
、
調
査
対
象
の
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
字
書
で
採
用
さ
れ
て
い
た

一
般
的
な

「牙
」
の
形
態
を
退
け

『康
熙
字
典
』
に
見
ら
れ
る
形
態
を
採
用
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
ｈ
は
、
ｇ
と
共
に
⑭

『漸
躍
日
本
新
玉
篇
』
（大
正

三
年
・活
版
）
に
採
用
さ
れ
て
い
る
字
形
で
、
『康
熙
字
典
』
の
字
形
の
下
部
が

「牙
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
活
版
で

『康
熙
字
典
』
を
重
視
し
た

字
形
を
採
用
す
る
一
方
で
、
そ
れ
と
は
異
な
る
形
の
異
字
形
を
掲
出
し
て
い
る

点
で
注
目
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
「芽
」
と
い
う

一
例
の
み
に
つ
い
て
の
考
察
に
と
ど
ま
り
、
活
版

の
字
書
が
常
に

『康
熙
字
典
』
の
規
範
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う

一
般

論
ま
で
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
他
の
字
書
で
多
く
見

ら
れ
た
字
形
と
は
異
な
る
、
『康
熙
字
典
』
に
近
い
ｆ
の
字
形
を
採
用
し
て
い
る

「漢
和
大
字
典
』
と
い
う
活
版
の
字
書
の
一
つ
の
性
格
を
表
す
も
の
と
し
て
注

目
す
べ
き
例
と
い
う
こ
と
は
い
え
よ
う
。
ま
た
、
ｃ
の
字
形
が
採
用
さ
れ
て
い

る

『漢
和
新
字
林
』
は
同
じ
活
版
で
あ
る
が
異
な
る
形
態
に
な
っ
て
お
り
、
こ



れ
は
活
版
で
あ
っ
て
も
編
者
に
よ
っ
て
字
体
認
識
に
違
い
の
存
す
る
こ
と
を
表

す
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
し
い
考
察
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

三
、
お

わ

り

に

以
上
、
漢
字
字
書
の
性
格
を
漢
字
の
字
形
を
通
し
て
考
察
し
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
漢
字
字
書
が
基
本
的
に
は

『康
熙
字
典
』
の
基
準
を
参
照
し
な

が
ら
も
、
日
本
に
お
け
る
漢
字
字
体
の
規
範
を
表
す
と
い
う
性
格
か
ら
、
『康
熙

字
典
』
と
は
一
致
し
な
い
、
日
本
で
使
用
さ
れ
る
漢
字
字
体
を
掲
出
す
る
場
合

も
見
ら
れ
る
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
明
治
期
の
漢
字
字
書
で
は
、
「康
熙
字
典
』

の
規
範
と
は
デ
ザ
イ
ン
上
、
字
体
上
合
致
し
な
い
字
形
も
種
々
掲
載
さ
れ
、
多

様
な
形
態
上
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
書
写
体
と
い
う

手
書
き
の
際
の
漢
字
字
形
や
、
漢
字
字
書
刊
行
当
時
の
一
般
通
用
の
字
形
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
書
写

体
や
通
用
字
体
の
実
態
に
つ
い
て
の
漢
字
ご
と
の
考
察
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

次
に
活
字
に
よ
る
漢
字
字
書
は
本
版
や
銅
版
、
石
版
な
ど
他
の
種
類
の
版
に

よ
る
字
書
に
比
べ
て

『康
熙
字
典
』
の
規
範
に
よ
り
近
い
字
形
を
採
用
し
て
い

る
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
版
や
銅
版
、
石
版
が
同

一
字

で
も
デ
ザ
イ
ン
や
字
体
の
違
い
が
生
じ
た
り
、
書
写
体
が
反
映
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
の
に
対
し
、
活
字
は
一
つ
の
文
字
に
対
し
て
そ
の
字
形
が

一
つ
に
固
定
さ

れ
る
と
い
う
条
件
か
ら
よ
り
強
く

『康
熙
字
典
』
の
規
範
を
重
視
し
、
そ
の
字

形
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
調
査
対
象
と
な
る
漢
字
と
字
書
の
範
囲
を
広
げ
た
実
態
調
査
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

圧̈（１
）

本
稿
で
調
査
対
象
と
し
た
漢
字
字
書
に
は
、
見
出
し
を
漢
字
に
し
和
語
で
説
明
を

加
え
た
も
の
、
中
国
の
字
書
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
も
の
、
今
日
の
漢
和
辞
典

の
よ
う
に
音
訓
や
熟
語
の
説
明
が
詳
し
く
載
っ
て
い
る
も
の
な
ど
様
々
な
形
式
の
も

の
を
含
め
て
い
る
。

（２
）

こ
の
点
に
関
し
て
江
守
賢
治
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

明
治
に
入
り
、
活
版
印
刷
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
漢
和
辞
典
が
普
及
し
、
こ
れ

が
従
来
の
行
書

・
楷
書
に
よ
る
識
字
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
漢
字
の
字
体
の
認

識
を
混
乱
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
漢
和
辞
典
に
示
さ
れ
た
字
体
は

『康
熙
字

典
」
を
基
準
に
し
た
明
朝
体
と
い
う
活
字
体
で
あ
り
、
楷
書
と
い
ち
じ
る
し
く
異

な
っ
た
字
体
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
字
体
を
康
熙
字
典
体
ま
た
は
単
に
字
典
体

と
い
う
。
そ
れ
で
も
初
め
の
う
ち
は
小
学
校
な
ど
で
の

「習
字
」
に
よ
っ
て
楷
書

を
身
に
つ
け
、
活
字
体
に
親
し
む
機
会
が
ふ
え
た
に
せ
よ
、
実
際
に
書
く
字
は
楷

書
体
に
よ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
し
だ
い
に
学
者
は
字
典
体
で
字
体
を
説
明
す
る

よ
う
に
な
り
、
楷
書
に
最
も
通
暁
し
た
書
家
で
さ
え
、
楷
書
と
字
典
体
を
混
ぜ
て

書
く
よ
う
に
な
っ
た
。

（江
守
賢
治

（
一
九
八
八
）
「字
体
・筆
順
の
指
導
」
「漢
字
講
座

一
二
漢
字
教
育
彗

明
治
書
院
）

（３
）

文
化
庁
文
化
部
国
語
課
に
よ
る

「漢
字
字
体
関
係
参
考
資
料
集
　
明
朝
体
活
字
字

形

一
覧

（上
Ｘ
下
）
―
―

一
八
二
〇
年
～

一
九
四
六
年
―
―
』
は
、
「現
存
す
る
活
字

の
総
数
見
本
帳
を
用
い
て
、
明
治
以
来
の
我
が
国
で
実
際
に
使
わ
れ
て
き
た
明
朝
体

活
字
の
字
形
と
そ
の
異
同
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
」
〈凡
例
１
（１
じ

と
い
う
目
的

で
編
ま
れ
た
資
料
で
あ
り
、　
一
八
二
〇
年
か
ら

一
九
四
六
年
ま
で
の
二
三
種
の
活
字

総
数
見
本
帳
を
字
種
ご
と
に
刊
行
年
の
古
い
も
の
か
ら
順
に
な
ら
べ
た
資
料
で
あ
る
。

「康
熙
字
典
』
が
活
字
の
基
準
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
は
前
記
資
料
の
次
の
記
述
に

よ

る

。明
朝
体
活
字
字
形
の
典
拠
と
な
っ
た
の
は
、
康
熙
字
典
の
字
形
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
本
資
料
集
で
資
料

（１
）
と
し
て
用
い
た

「五
車
韻
府
』
中
の
二
●
Ｏ
ｏ
ｘ

Ｒ
多
ｏ
ｏ

，
Ｒ
８
一９
■

を
収
録
し
て
い
る
、
Ｒ
ｏ
モ
リ
ソ
ン
の
＞
∪
一ｏ
け一ｏ
●
Ｒ
ヽ
Ｒ

手
ｏ
Ｏ
コ
一●
０８

け
営
∞
●
”
鴨

も
康
熙
字
典
に
基
づ
い
た
こ
と
が
「序
説
」
に
記
さ
れ

て
い
る
。

（文
化
庁
文
化
部
国
語
課

（
一
九
九
九
）
『漢
字
字
体
関
係
参
考
資
料
集
　
明
朝
体

活
字
字
形

一
覧

（上
）
―
―

一
八
二
〇
年
～

一
九
四
六
年
―
―
じ
「解
説
」、
原
文

は
横
書
き
）

（４
）

本
稿
で
取
り
上
げ
た
漢
字
字
書
は
、
前
田
富
棋
氏
所
蔵
の
字
書
の
う
ち
、
明
治
初

64



期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
年
代
順
に
、
本
版

・
銅
版

・
石
版

・
活
版
な
ど
各
種
の

版
が
そ
ろ
う
よ
う
に
選
ん
だ
。
所
蔵
字
書
に
つ
い
て
は

「字
書
目
録
」
を
作
成
し
て

お
り
、
公
表
を
予
定
に
字
書
の
追
加

・
修
正
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

（５
）

本
稿
で
は
、
漢
字
字
書
の
書
名
を
現
行
の
字
体
に
直
し
て
示
す
。

（６
）
　

「版
種
」
は
、
山
田
忠
雄
氏
の

『近
代
国
語
辞
書
の
歩
み
―
―
そ
の
摸
倣
と
創
意

と
―
―
じ
Ｔ
一省
堂
、　
一
九
八

一
年
）
下
巻
の

「附
表
」
を
参
考
に
し
、　
一
致
す
る
も

の
が
な
い
場
合
、
刊
行
年
の
異
な
る
同
類
の
字
書
か
ら
類
推
判
断
し
た
。

（７
）

注
六
の

「附
表
」
に
同
じ
書
名
の
明
治

一
〇
年
刊
行
の
字
書
が
二
種
見
ら
れ
、
両

方
と
も
銅
版
で
あ
る
と
い
う
体
裁
の
記
述
に
従
い
判
断
し
た
。

（８
）

本
稿
で
は

「漢
字
字
体
関
係
参
考
資
料
集
　
明
朝
体
活
字
字
形

一
覧

（上
）
（下
）

―
―

一
八
二
〇
年
～

一
九
四
六
年
―
―
」
を
参
照
し

、康
熙
字
典
」
の
字
形
を
挙
げ

た
。
同
書
は

「王
引
之
校
改
本
　
康
熙
字
典
じ
（上
海
古
籍
出
版
社
、
平
成
８
年
１
月

第

一
版
発
行
）
を
資
料
と
し
て
用
い
た
と
の
記
述
が

「解
説
」
に
見
ら
れ
、
こ
れ
は

「道
光
版
の
影
印
本
」
に
当
た
る
と
い
う
。

（９
）

漢
字
は
現
行
の
字
体
に
直
し
た
。

（１０
）

秋
田
喜
二
郎
氏
は
、
国
定
国
語
教
科
書
の
漢
字
字
体
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
引
用
文
の

「尋
常
小
学
国
語
読
本
」
は
第

一
期
と
第
二
期
教
科
書
の
名
称

で
あ
り
、
「尋
常
小
学
読
本
」
は
第
二
期
教
科
書
を
指
す
名
称
で
あ
る
。

漢
字
の
字
体
は
読
む
文
字
と
し
て
は
字
体
を
尊
重
し
て
辞
書
体
を
採
り
、
書
写

体
は
書
方
手
本
に
よ
つ
て
之
を
示
し
て
ゐ
る
。
大
正
七
年
か
ら
使
用
し
た

「尋
常

小
学
国
語
読
本
」
お
よ
び

「尋
常
小
学
読
本
」
は
、
い
づ
れ
も
書
写
体
を
正
字
と

し
て
採
用
し
て
ゐ
た
が
、
本
書

（引
用
者
注
…
…
第
四
期
国
定
国
語
教
科
書
で
あ

る

『小
学
国
語
読
本
」
を
示
す
）
は
辞
書
体
を
本
体
と
し
た
文
部
省
活
字
を
用
ひ

た
か
ら
、
こ
こ
に
字
体
に
つ
い
て
次
の
や
う
な
差
異
を
生
ず
る
や
う
に
な
つ
た
。

（秋
田
喜
三
郎

（
一
九
七
七
）
『初
等
教
育
国
語
教
科
書
発
達
史
」
文
化
評
論
出
版
）

〈Ｈ
）

第
四
期
の
国
定
国
語
教
科
書
か
ら
活
字
が
使
用
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
、
中
村
紀

久
二
氏
の
次
の
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。

教
科
書
体
の
活
字
が
教
科
書
に
初
め
て
使
わ
れ
た
の
は
、
昭
和
１０
年
か
ら
使
用

さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
サ
ク
ラ
読
本
の
、
文
部
省

『小
学
国
語
読
本
」
巻
５
か
ら
で

あ
る
。
さ
ら
に
遡
っ
て
文
部
省

句尋
常
小
学
読
本
し、
文
部
省

『尋
常
小
学
国
語
読

本
し
で
は
、
教
科
書
体
の
祖
形
と
見
ら
れ
る
文
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

当
時
文
部
省
に
あ
っ
て
版
下
を
書
い
て
い
た
井
上
千
回
の
手
書
き
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

（中
村
紀
久
二

（
一
九
九
七
）
「教
科
書
の
編
纂
。発
行
等
教
科
書
制
度
の
変
遷
に

関
す
る
調
査
研
究
」
Ｒ平
成
七
年
度
～
平
成
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（基
盤
研
究

Ｂ
（１
じ

研
究
成
果
報
告
書
し

〈・２
）

拙
稿

「国
定
読
本
の
漢
字
字
体
の
変
遷
」
２

九
九
八
年
度
修
士
論
文
）
で
も
「産
」

「薩
」
の
国
定
国
語
教
科
書
の
各
期
に
よ
る
字
形
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
た
。

（‐３
）

本
稿
で
は
、

「康
熙
字
典
し
に
複
数
の
字
形
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
の
、
俗
字

や
同
字
な
ど
、
具
体
字
と
規
定
す
る
注
記
が
無
い
漢
字
の
字
形
を

「康
熙
字
典
』
内

部
で
の
相
対
的
な
標
準
体
と
判
断
す
る
。
そ
の
注
記
上
の
判
断
は
、
同
文
書
局
原
版

の

一康
熙
字
典
」

（中
華
書
局
出
版
、　
一
九
五
八
年
）
を
参
考
に
し
た
。

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―



表

一　
漢
字
字
書
の
漢
字
字
形
表

‐―‥
Ｔ

＝
ア 日 声

部
首

一牙 曾 底 漢 字

芽 曽 曾 曾 厩 厩 厩 底 腹 厩 底 底 字 形

○ 俗 ○ 俗 ○ 俗 ○ 木 明 四 ① 整

○ ○ ○ 木 明 七 ② 新

○ ○ ○ 同 ○ 銅 明 九 ③ 新

○
０
俗 ○ 銅

明
④ 掌

○ ○ 銅
明

~
⑤ 明

○

○
同
座

○
俗 ○ 石

明 二

四 ⑥ 明

○ ○ ○ 石
月 一

四 ⑦ 棠

○ ○ 銅
明 ニ

③ 無

○ ○ ○ 銅 ⑨ 明

○

○
俗
腹

○ 活
明 三

九 ⑩ 漢

○
０
俗 石

明 四
四 ⑪ 日

○ ○ ○ 銅 大 二 ⑫ 鼈

○ 同 ○ 俗 ○ 俗 ○ 活 大 二

○ 活 大 三 ⑭ 新

薩

薩 薩 薩 薩 薩 薩 薩 芽 芽 芳 芽 芽 芽 芽

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○


